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絵画部会員　審査室にて

　

例
年
で
は
あ
る
が
台
風
接
近

を
警
戒
し
な
が
ら
、
第
一
〇
四

回
二
科
展
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
交
流

展
示
な
ど
特
別
企
画
を
得
て
、

華
々
し
く
開
催
出
来
た
。

　

殊
に
女
性
会
員
の
進
出
が
目

覚
ま
し
く
、
各
部
の
参
加
者
の

努
力
の
あ
と
が
見
ら
れ
た
の
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

コ
ラ
ボ
展
示
は
各
部
の
参
加
、

協
力
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
、

更
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
。

絵画部会場　第１室

第
104
回
二
科
展
を
迎
え
て
　
　
　
田
中
　
良

　

こ
の
数
年
、
少
子
化
や
高
齢

化
が
原
因
と
言
わ
れ
て
絵
画
部
、

彫
刻
部
と
も
出
品
者
が
漸
減
気

味
だ
っ
た
が
、
第
１
０
４
回
展

で
は
両
部
と
も
若
干
で
は
あ
る

が
昨
年
よ
り
出
品
者
が
増
え
て

い
る
。
特
に
二
科
展
の
制
作
時

期
や
搬
入
は
真
夏
で
あ
り
、
近

年
の
気
候
の
異
常
さ
も
あ
っ
て
、

厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
た
。

　

そ
ん
な
状
況
に
も
拘
ら
ず
、

出
品
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

関
係
者
に
と
っ
て
は
大
変
に
喜

ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
応
募
作

品
も
年
々
充
実
し
、
表
現
の
幅

も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
審
査
を
し
て
み
る
と
絵
画

部
で
は
受
賞
者
や
会
員
・
会
友

推
挙
、
２
点
入
選
な
ど
が
例
年

よ
り
可
成
り
少
な
く
厳
し
か
っ

た
。
公
平
を
期
す
る
審
査
で
厳

選
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

彫
刻
部
も
例
年
よ
り
も
落
選

者
が
多
か
っ
た
が
、
新
境
地
を

拓
く
よ
う
な
作
品
も
目
立
っ
た
。

　

今
回
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
も
あ
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
家
の
小

品
展
示
に
一
室
を
設
け

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関

係
者
は
海
外
で
こ
の
様

な
展
覧
会
に
参
加
し
た

の
は
初
め
て
と
喜
ん
で

い
た
。

　

ま
た
、
展
覧
会
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
工

夫
や
充
実
、
ナ
イ
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
広
報
担
当
者

の
努
力
が
窺
わ
れ
た
。

　

二
科
シ
ョ
ッ
プ
と
彫

刻
部
の
入
口
の
壁
に

「
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
」
と

い
う
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
「
な
み
え
創
成

小
・
中
学
校
」
生
徒
16
名
に
よ

る
大
作
が
展
示
さ
れ
た
。

　

キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
は
パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」に

ち
な
ん
で
ゲ
ル
ニ
カ
と
同
じ
サ

イ
ズ
の
画
布
に
子
供
た
ち
の

「
希
望
や
夢
」を
自
由
に
表
現
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
国
際
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
作
品
は
海
外

か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
れ
ば
、

何
処
へ
で
も
貸
し
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
日
本

を
代
表
す
る
富
士
山
と
大
空
を

自
由
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
描
い

た
。
下
に
は
16
名
の
生
徒
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。
二
科
会
員

の
助
成
に
よ
り
二
日
間
で
描
き

上
げ
た
作
品
で
、
彫
刻
部
の
野

外
展
示
場
に
も
海
外
か
ら
の
作

品
な
ど
８
点
を
展
示
し
た
。

　

５
回
目
と
な
る
コ
ラ
ボ
展
示

は
デ
ザ
イ
ン
部
、
写
真
部
の
協

力
も
得
て
益
々
充
実
。
今
年
は

特
に
海
外
の
著
名
人
の
作
品
も

あ
る「
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
」も

併
せ
て
展
示
し
た
。

　

会
期
中
は
猛
暑
や
台
風
に
よ

る
交
通
機
関
の
乱
れ
、
停
電
な

ど
の
災
害
も
続
い
た
が
、
例
年

通
り
盛
況
だ
っ
た
。
ま
た
会
場

に
は
海
外
か
ら
の
鑑
賞
者
の
姿

も
増
え
て
国
際
的
な
雰
囲
気
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
104
回
二
科
展総

評

�

生
方 

純
一

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
故
も

あ
ろ
う
が
、
外
国
人
の
来
観
者

も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

方
の
考
慮
も
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。

　

入
場
者
数
約
８
万
９
千
人
と

ま
ず
ま
ず
の
成
果
で
閉
会
し
、

出
品
者
増
加
へ
の
課
題
も
あ
る

が
、
更
な
る
御
努
力
、
啓
発
を

お
願
い
す
る
と
共
に
、
事
務

局
、
各
係
員
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。

ウクライナとの交流展示

第
104
回
二
科
展
　

受
賞
者

（
絵
画
部
）

二
科
賞

坪
　
田
　
裕
　
香	

［
石
川
］

パ
リ
賞

日
比
野
　
恵
　
美	

［
愛
知
］

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

美
術
財
団
賞

山
　
田
　
圭
　
子	

［
岩
手
］

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

前
　
川
　
普
佐
雄	

［
埼
玉
］

会
員
賞

大
　
桑
　
和
　
子	

［
石
川
］

大
　
島
　
麻
　
琴	

［
愛
知
］

楯
　
岡
　
和
　
子	

［
福
岡
］

野
　
平
　
智
　
広	

［
鹿
児
島
］

山
　
中
　
惇
　
孝	

［
京
都
］

会
友
賞

岩
　
田
　
一
　
男	

［
山
口
］

川
　
人
　
和
　
行	

［
東
京
］

黒
　
川
　
美
紗
子	

［
愛
媛
］

河
　
野
　
　
　
眸	

［
東
京
］

芝
　
田
　
満
　
江	

［
神
奈
川
］

鈴
　
木
　
真
木
子	

［
茨
城
］

鈴
　
田
　
文
　
明	

［
東
京
］

筒
　
井
　
通
　
子	

［
奈
良
］

中
　
村
　
紘
　
子	

［
東
京
］

新
　
川
　
久
　
子	

［
岐
阜
］

橋
　
本
　
弘
　
子	

［
東
京
］

福
　
島
　
菜
　
菜	

［
京
都
］

宮
　
本
　
恵
美
子	

［
岩
手
］

安
　
坂
　
伸
　
司	

［
東
京
］

特
選

出
　
月
　
智
　
子	

［
山
梨
］

河
　
村
　
尚
　
善	

［
愛
知
］

小
　
南
　
治
　
次	

［
滋
賀
］

櫻
　
井
　
篤
　
子	

［
静
岡
］

鈴
　
木
　
裕
　
己	

［
岩
手
］

若
　
松
　
由
利
子	

［
石
川
］

二
科
新
人
賞

上
　
林
　
泰
　
平	

［
長
野
］

新
人
奨
励
賞

礒
　
貝
　
享
　
平	

［
大
阪
］

会
員
推
挙

上
　
石
　
直
　
美	

［
福
島
］

有
　
馬
　
広
　
文	

［
鹿
児
島
］

石
　
川
　
由
巳
子	

［
宮
城
］

小
　
野
　
由
紀
子	

［
福
岡
］

渋
　
谷
　
良
　
子	

［
千
葉
］

田
　
中
　
節
　
子	

［
神
奈
川
］

三
　
宅
　
敦
　
子	

［
岐
阜
］

会
友
推
挙

猪
立
山
　
三
　
鈴	

［
福
岡
］

糸
　
曽
　
ひ
ろ
こ	

［
東
京
］

太
　
田
　
臣
　
一	

［
東
京
］

加
　
藤
　
弘
　
子	

［
埼
玉
］

黒
　
川
　
壽
　
子	

［
千
葉
］

小
　
原
　
禎
　
二	

［
神
奈
川
］

佐
　
藤
　
幸
　
光	

［
東
京
］

武
　
部
　
美
智
子	

［
青
森
］

田
　
原
　
　
　
馨	

［
広
島
］

畠
　
中
　
富
　
雄	

［
大
阪
］

日
比
野
　
恵
　
美	

［
愛
知
］

矢
　
澤
　
恵
　
子	

［
神
奈
川
］

吉
　
村
　
彩
菜
恵	

［
石
川
］

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

二
ノ
宮
　
裕
　
子	

［
東
京
］

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

増
　
田
　
麻
　
由	

［
神
奈
川
］

会
員
賞

中
　
村
　
淳
　
子	

［
岐
阜
］

会
友
賞

荻
　
野
　
弘
　
一	

［
新
潟
］

カ
ツ
ノ
　
ユ
キ
コ	

［
東
京
］

中
　
山
　
憲
　
雄	

［
愛
知
］

長
谷
川
　
　
　
聡	

［
神
奈
川
］

特
選

佐
　
藤
　
し
ず
子	

［
宮
城
］

平
　
良
　
光
　
子	

［
神
奈
川
］

玉
　
田
　
真
　
理	

［
神
奈
川
］

新
人
奨
励
賞

重
　
清
　
美
　
咲	

［
東
京
］

会
員
推
挙

長
谷
川
　
　
　
登	

［
東
京
］

藤
　
沢
　
　
　
恵	

［
埼
玉
］

会
友
推
挙

大
　
坪
　
義
　
武	

［
静
岡
］

澤
　
田
　
志
　
功	

［
埼
玉
］

内
閣
総
理
大
臣
賞
　
深
　
見
　
ま
さ
子［
神
奈
川
］

文
部
科
学
大
臣
賞
　
上
　
田
　
　
　
快［
山
梨
］

東
　

京
　

都
　

知
　

事
　

賞
　
佐
　
野
　
明
　
子［
新
潟
］
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２
室
は
一
般
入
選
の
具
象
秀

作
部
屋･

11
室
は
抽
象
の
秀
作

部
屋
と
特
色
を
打
ち
出
し
た
。

　

又
、
初
入
選
は
約
80
人
い
た

が
、
そ
の
中
で
初
の
秀
作
部
屋

を
５
室
に
設
置
、
初
入
選
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
。
中
に
は
初
出
品
で
特
選
も

あ
っ
た
。

　

４
室
は
80
号
以
下
の
小
品
の

秀
作
部
屋
と
す
る
初
の
試
み
を

行
っ
た
。
50
号
の
作
品
で
も
密

度
の
高
い
作
品
を
選
抜
し
、
大

き
さ
に
拘
わ
ら
ず
作
品
の
質
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
展

示
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

展
示
委
員
会
は
今
日
ま
で
必

要
に
応
じ
て
改
革
推
進
を
行
っ

て
き
た
。
国
立
新
美
術
館
に
移

行
以
来
12
年
が
経
過
。
先
般
の

理
事
会
に
於
い
て
、
展
覧
会
の

更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
に
展

示
委
員
会
の
機
構
改
革
時
期
と

判
断
し
て
新
展
示
委
員
を
決
め

た
。
絵
画
部
（
森
岡
謙
二
・
粕

谷
正
一･

田
浦
哲
也･

入
佐
美
南

子･

塙
珠
世
）
彫
刻
部
（
小
林
亮

介･

藤
巻
秀
正･

津
田
裕
子
）
以

上
８
名
が
評
議
員
か
ら
選
出
さ

れ
た
。

　

新
た
な
発
想
で
可
能
性
の
扉

を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
生

二
科
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

り
外
し
、
広
さ
と
誘
導
線
化
を

図
り
、
彫
刻
部
、
絵
画
部
共
に

好
評
を
得
た
。
展
示
作
品
は
二

科
賞
の
坪
田
裕
香
・
会
友
賞
４

名
・
会
員
推
挙
７
名
い
ず
れ
も

２
点
入
選
を
中
心
に
並
べ
、
見

応
え
の
あ
る
次
世
代
有
望
な
部

屋
と
な
っ
た
。

　

２
階
に
於
い
て
は
、
１
室
に

パ
リ
賞
の
日
比
野
恵
美
・
損
保

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
美
術
財
団

賞
の
山
田
圭
子･

会
友
賞
４
名

を
正
面
に
活
力
に
富
む
個
性
派

を
揃
え
て
、
若
い
力
の
鬩
ぎ
合

い
を
見
せ
た
。
２
室
は
具
象
傾

向
の
秀
作
、
８
室
は
純
粋
の
抽

象
秀
作
、
い
ず
れ
も
２
点
入
選

の
受
賞
作
品
を
柱
と
し
た
力
作

を
揃
え
見
応
え
の
あ
る
部
屋
と

し
た
。

　

３
階
は
１
室
と
Ｕ
35
奨
励
室

を
ワ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、
ゆ
っ
た

り
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

１
室
に
上
野
の
森
美
術
館
奨
励

賞
の
前
川
普
佐
雄･

会
友
推
挙

２
名･

特
選
２
名
を
柱
に
た
て
、

12
室
は
二
科
新
人
賞
の
上
林
泰

平･

新
人
奨
励
賞
の
磯
貝
亨
平･

特
選
１
名･

加
え
て
会
友
の
Ｕ

35
竹
淵
直
美･

中
村
百
合
江･

野

上
さ
や
か･

吉
井
愛･

長
谷
川
晴

香･

吉
田
紗
知
の
６
名
が
質
の

高
い
作
品
で
Ｕ
35
の
部
屋
を
牽

引
。
次
世
代
の
有
望
な
人
材
が

確
実
に
力
を
つ
け
て
き
た
証
で

あ
る
。

　

今
回
の
展
示
特
色
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
作
家
交
流
展
・
起
き

上
が
り
こ
ぼ
し
・
キ
ッ
ズ
ゲ

ル
ニ
カ
大
作
展
示
で
、
反
響

を
呼
ん
だ
。

　

絵
画
部
の
展
示
に
つ
い
て
は

会
員
１
６
５
点
・
会
友
３
０
０

点
・
入
選
７
２
４
点
・
特
別
陳

列
25
点
・
合
計
１
、２
１
４
点

の
陳
列
で
あ
っ
た
。

　

第
１
室
は
少
し
広
い
空
間
に

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
ベ
テ

ラ
ン
作
品
を
並
べ
例
年
の
賑
わ

い
と
な
っ
た
。
４
室
は
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
に
な
る
８
室
と

繋
ぎ
ス
ケ
ー
ル
感
を
演
出
。
大

臣
賞
の
深
見
ま
さ
子
・
都
知
事

賞
の
佐
野
明
子
等
の
大
作
を
揃

え
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

　

13
室
は
旧
九
室
会
が
モ
デ
ル

だ
が
、
伝
統
や
ス
タ
イ
ル
を
復

活
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

精
神
を
復
活
。
今
を
生
き
る
令

和
の
野
獣
派
と
も
い
う
べ
き
作

品
を
中
心
に
展
示
し
最
近
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

　

１
Ｃ
棟
は
14
室
か
ら
彫
刻
会

場
が
見
え
る
よ
う
に
15
～
16

室
間
の
可
動
パ
ネ
ル
一
枚
を
取

第
１
０
４
回
の
展
示

�

中
島 

敏
明

1F－14室

1F－13室

2F－１室

３F－１室

内
閣
総
理
大
臣
賞深

見 

ま
さ
子

　

遥
か
彼
方
へ
繋
ぎ
行
く
想

い
、
果
て
し
な
く
遠
い
彼
方

へ
何
を
繋
ぎ
何
を
想
像
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

知
る
こ
と
の
な
い
未
来
を

見
つ
め
、
た
っ
た
一
つ
の
言

葉
を
探
し
に
、
そ
し
て
…
い

つ
の
日
に
か
…
エ
ピ
ロ
ー
グ
。

　

私
は
今
こ
こ
に
居
る
、
と

云
う
状
況
を
、
過
去
の
情
景

と
身
近
な
モ
チ
ー
フ
を
用
い

て
、
心
象
的
に
表
現
し
て
い

ま
す
。

東
京
都
知
事
賞

佐
野 

明
子

　

思
い
つ
く
ま
ま
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
、
下
地
も
か
か
ず

に
始
め
る
。
ま
ず
、
ド
ン
ゴ

ロ
ス
（
麻
布
）
を
置
き
た
い
と

こ
ろ
に
ボ
ン
ド
で
張
り
、
ど

ん
ど
ん
布
や
紙
を
コ
ラ
ー

ジ
ュ
し
、
油
彩
を
つ
け
る
内

に
色
が
決
ま
り
形
が
で
き
て

き
た
ら
、
全
体
を
見
て
ヒ
モ

や
線
で
流
れ
を
作
る
。

　

朝
起
き
て
又
見
て
、
加
え

た
り
取
っ
て
み
た
り
の
繰
り

返
し
で
す
。

■内閣総理大臣賞　悠久へのプロローグ2019　194×324　深見 まさ子
■東京都知事賞　アルルの女（ビゼー）　F130　佐野 明子

受
賞
作
品

─
制
作
の
視
点

■上野の森美術館奨励賞
初秋の林檎畑　F100　前川 普佐雄

■損保ジャパン日本興亜美術財団賞
ZEN REI 2019-Ⅳ　F100　山田 圭子

■パリ賞　デジタルキャット２
F100　日比野 恵美

■二科賞　In the Water B　F100　坪田 裕香

■二科新人賞　私を分かつ灯よ
F100　上林 泰平

第104回二科展

受賞作品

1F－15室から彫刻室へ
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104回展会場から─私の選ぶ作品寸評

福
島 

菜
菜

　

華
や
か
さ
に
向
う
ぎ
り
ぎ
り

の
空
間
扱
い
が
伝
わ
る
作
で
、

天
地
左
右
バ
ラ
ン
ス
へ
の
彩
色

が
絶
妙
、
こ
の
着
物
が
似
合
う

女
性
に
逢
い
た
い
。
西
洋
の
風

が
よ
り
渡
る
の
を
望
む
の
は
、

望
み
過
ぎ
か
も
。�（
瀧
澤 

賢
福
）

吉
村 

彩
菜
恵

　
「
中
空
を
舞
う
」を
主
題
と
し

た
作
は
、
本
会
に
も
先
達
が
居

ま
す
。
と
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な

確
率
と
認
知
さ
れ
た
世
界
感
で

外
国
人
も
歩
を
止
め
る
開
放
さ

れ
た
テ
ー
マ
、
次
作
に
前
進
し

て
欲
し
い
と
同
時
に
大
変
期
待

し
て
い
ま
す
。�

（
瀧
澤 

賢
福
）

筒井 通子　海の詩Ⅱ　F100

104回展会場から─私の選ぶ作品寸評

筒
井 

通
子

　

補
色
の
対
比
で
構
成
さ
れ
た
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
で
す
。

画
像
に
歪
み
を
施
し
た
よ
う
な

形
態
は
、
不
思
議
な
感
覚
を
与

え
、
見
る
者
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

水
面
が
揺
ら
ぎ
、
映
り
込
む
ヨ

ッ
ト
な
ど
を
ユ
ニ
ー
ク
な
形
態

と
し
て
捉
え
、
波
形
の
表
現
方

法
の
工
夫
も
あ
り
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
魅
力
的
な
画
面
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

（
入
佐 

美
南
子
）

太田 臣一　用水路を渡る鉄橋　S80
吉村 彩菜恵　Ryu（流）Ⅲ　F100 小南 治次　みずべⅠ　F100

出
月 

智
子

　

作
意
的
で
な
く
、
日
頃
目
に

し
て
い
る
自
然
を
自
由
に
描
き

進
め
て
い
く
う
ち
に
、
幻
想
的

な
静
寂
さ
の
表
現
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
色
彩
を
極
力
押
さ
え

冷
た
い
色
調
の
画
面
は
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
、
見
る
者
の
心
を

慰
め
て
く
れ
る
。
真
摯
に
立
ち

向
か
う
制
作
姿
勢
が
絵
画
性
を

高
め
て
い
て
魅
力
的
で
あ
る
。

�

（
瀧
澤 

賢
福
）

上
林 

泰
平

　

白
い
炎
を
纏
っ
た
裸
婦
。
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
で
あ
る

が
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
マ
ジ
ッ
ク
ペ

ン
で
の
描
写
、
焼
け
焦
げ
を
施

し
た
紙
の
貼
付
等
ス
ト
レ
ー
ト

な
表
現
が
目
立
つ
。
エ
ス
キ
ー

ス
と
し
て
は
理
解
で
き
る
。
近

く
で
み
る
と
画
面
の
荒
さ
が
目

立
つ
。
そ
こ
が
魅
力
な
の
か
も

知
れ
な
い
が
…
。�

（
粕
谷 

正
一
）

太
田 

臣
一

　

風
景
画
の
基
本
は
、
前
景
、

中
景
、
遠
景
の
設
定
に
あ
る
。

前
景
の
画
面
下
の
鉄
橋
が
効

果
的
で
あ
る
。
残
っ
た
画
面
を

様
々
な
大
き
さ
の
色
面
に
分
割

し
、
爽
や
か
な
秋
の
好
日
を

表
現
し
て
い
る
。
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
銅
線
の
よ
う
な
分
割
線

も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
心
地
よ
い
。

画
面
上
の
不
規
則
な
凸
凹
は

不
要
。�

（
粕
谷 

正
一
）

岩田 一男　月の雫Ⅲ（明日に向かって）
　F100

鈴
木 

真
木
子

　

画
面
に
大
き
く
流
れ
る
よ
う

な
曲
線
の
構
成
と
、
街
並
み
の

建
物
の
よ
う
な
直
線
的
な
形
態

が
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
マ
チ
エ
ー
ル
や
、

絵
の
具
の
層
の
下
に
見
え
る
色

も
考
慮
さ
れ
、
周
囲
の
白
と
複

雑
な
構
造
を
し
た
建
物
な
ど
の

色
調
の
対
比
が
美
し
く
、
効
果

的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
（
入
佐 
美
南
子
）

小
南 

治
次

　

画
面
下
部
の
正
方
形
の
構
図

の
中
に
、
浮
草
が
大
小
の
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
り
水
面
に
散
り
、

右
の
水
に
映
る
空
の
色
が
目
線

を
上
部
の
森
へ
と
導
く
。
水
面

の
樹
木
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の

よ
う
な
塊
に
見
え
る
の
も
面
白

い
。
構
図
の
考
え
抜
か
れ
た
地

味
で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
風
景
画
で
あ
る
。

�

（
粕
谷 

正
一
）

川人 和行　連生３　F100

中
村 

紘
子

　

白
い
花
が
咲
い
て
い
る
。
布

の
よ
う
な
物
が
浮
い
て
い
る
。

女
の
か
み
の
け

4

4

4

4

が
ぶ
ら
さ
が
っ

て
い
る
。
チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い

る
。
見
る
者
の
心
を
不
思
議
な

世
界
に
誘
い
こ
む
。
つ
め
た
い

青
白
い
色
彩
が
現
代
社
会
に
ひ

そ
む“
不
安
”を
う
ま
く
表
現
し

て
い
る
。
赤
い
舌
の
よ
う
な
形

が
作
品
の
じ
ゃ
ま
を
し
て
い
る
。

�

（
堀
尾 

一
郎
）

中村 紘子　夢幻　F100

橋
本 

弘
子

　

鉄
の
か
た
ま
り
が
倒
れ
て
く

る
。
積
木
遊
び
の
よ
う
に
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

さ
れ
て
行
く
都
市
に
作
者
は
大

き
な
問
題
を
感
じ
て
い
る
。
人

人
の
人
生
を
無
視
し
て
移
り
変

わ
っ
て
い
く
街
。
大
き
な
マ
ッ

ス
の
中
に
、
人
が
飲
み
込
ま
れ

て
い
く
の
を
感
じ
る
。
明
日
へ

の
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
一
本
の

線
が
欲
し
い
。�

（
堀
尾 

一
郎
）

岩
田 
一
男

　

構
築
的
な
構
成
と
精
緻
な
描

写
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
色
彩

も
統
一
さ
れ
、
静
寂
な
空
間
を

感
じ
る
作
品
で
す
。
月
の
光
が

零
れ
落
ち
、
背
景
の
表
現
も

果
て
し
な
い
宇
宙
に
繋
が
る
奥

行
き
を
感
じ
さ
せ
、
画
面
に
惹

き
込
ま
れ
る
、
魅
力
あ
る
神
秘

的
な
世
界
観
が
表
出
さ
れ
て
い

ま
す
。�

（
入
佐 

美
南
子
）

橋本 弘子　変わる街 一　F100

鈴木 真木子　界Ⅱ　F100

川
人 

和
行

　

紙
風
船
が
破
れ
て
風
に
飛
ん

で
い
る
。
色
の
つ
い
た
ア
ル
ミ
箔

が
浮
か
ん
で
い
る
。
飛
ば
さ
れ

て
い
く
人
生
を
表
現
し
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
又
は
う
つ
ろ
い

行
く
社
会
の
激
変
を
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
わ
い
色
彩

が
、
ほ
っ
と
さ
せ
る
。“
連
生
”と

は
人
の
誕
生
と
死
を
描
い
た
の

だ
ろ
う
か
…
。�

（
堀
尾 

一
郎
）

出月 智子　La Vie 1　F100
福島 菜菜　歩く花と異次元の風景

　S80上林 泰平　私を分かつ灯よ　F100
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彫刻部　集合写真

　

抽
象
的
な
存
在
を
具
体
化

し
言
葉
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
も

人
に
伝
え
た
い
と
感
じ
る
も

の
、
他
の
な
に
も
の
で
も
な

い
そ
れ
で
し
か
な
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
望
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
揺
ら
ぎ
続
け

る
境
域
を
表
現
可
能
に
す
る

技
術
と
感
性
を
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

藤沢　恵

　

太
陽
の
光
と
水
の
循
環
、

全
て
の
生
命
の
根
源
で
あ
り

な
が
ら
時
に
脅
威
で
も
あ
り

続
け
る
存
在
へ
の
畏
怖
と
憧

れ
を
テ
ー
マ
に
形
を
表
現
し

て
来
ま
し
た
。
強
大
で
超
え

難
い
存
在
へ
の
感
動
を
大
切

に
今
後
は
日
常
の
感
動
に
も

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
真
摯

な
態
度
で
制
作
を
続
け
て
行

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 長谷川　登

彫
刻
部
　

新
会
員
紹
介

　

第
１
０
４
回
二
科
展
が
９
月

４
日
か
ら
16
日
に
亘
り
、
国
立

新
美
術
館
全
館
を
使
用
し
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
を
始

め
来
賓
の
方
々
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
等
が
有
り
、
華
や
か
で

艶
や
か
な
様
相
を
呈
し
た
。
そ

し
て
彫
刻
部
の
陣
容
は
一
般
出

品
者
46
名
、
会
友
32
名
、
会
員

49
名
、
遺
作
出
品
会
員
２
名
、

総
勢
１
２
９
名
か
ら
な
り
、
其

の
作
品
の
全
容
を
披
露
す
る
事

と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
彫
刻
部
の
会
場
へ
歩

を
進
め
て
み
る
と
、
私
自
身
展

示
担
当
と
し
て
参
加
し
て
お
り

身
び
い
き
な
見
方
を
し
て
し
ま

い
が
ち
で
あ
る
が
、
全
体
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
感
じ
の
展
示
に

は
救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
の
で

あ
る
。
昨
年
に
比
し
て
会
場
の

展
示
面
積
の
減
少
を
感
じ
さ
せ

な
い
様
子
に

そ
の
工
夫
が

覗
え
た
の
で

あ
る
。
絵
画

部
の
会
場
か

ら
彫
刻
部
の

会
場
へ
の
来

場
者
の
導
線

に
注
視
し
、

尤
も
絵
画
部

の
協
力
を
得

ら
れ
て
の
話

で
あ
る
が
、

展
示
会
場
の

境
界
に
違
和

感
の
減
少
が

窺
わ
れ
、
会

場
間
の
連
続

性
の
向
上
が

見
ら
れ
展
示

室
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
改

善
を
図
る
こ

と
が
可
能
と

な
り
、
そ
の

境
界
か
ら
会

　
彫
刻
部
　
総
評

　
　
小
田 

信
夫

絵画部　新会員紹介

第
104
回

二
科
巡
回
展

� 

金
沢
展

令
和
元
年
10
月
３
日

�

～
10
月
14
日

金
沢
21
世
紀
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

� 

大
阪
展

令
和
元
年
10
月
30
日

�

～
11
月
10
日

大
阪
市
立
美
術
館

� 

京
都
展

令
和
元
年
11
月
12
日

�

～
11
月
17
日

京
都
市
美
術
館 

別
館

� 

東
海
展

令
和
元
年
12
月
10
日

�

～
12
月
15
日

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

� 

広
島
展

令
和
２
年
１
月
15
日

�

～
１
月
20
日

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

� 

鹿
児
島
展

令
和
２
年
３
月
７
日

�

～
３
月
15
日

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

� 

福
岡
展

令
和
２
年
３
月
17
日

�

～
３
月
22
日

福
岡
県
立
美
術
館

　

泥
沼
に
あ
っ
て
も
強
く
美
し

く
凜
と
立
ち
上
が
る
蓮
の
よ
う

に
生
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

そ
の
情
景
に
自
分
の
心
情
を
投

影
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

　

第
98
回　
特
選
／
２
０
１
４
春
季
二
科
賞

　

第
99
回　
会
友
推
挙
／
第
100
回　
会
友
賞

　

第
104
回　
会
員
推
挙

上石 直美 ゆらぎ1902

理想郷への旅（旅立ちの日）

　

理
想
郷
へ
の
旅
は
、
絵
を
描

い
て
い
る
今
の
環
境
に
深
く
感

謝
し
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し

て
未
来
へ
と
歩
い
て
い
く
こ
と

を
絵
に
し
た
も
の
で
す
。

　

第
77
回　
特
選
／
第
89
回　
会
友
推
挙 

　

第
95
回　
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

有馬 広文

　

物
語
性
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

は
面
白
い
が
、
形
が
見
え
過
ぎ

た
ら
ア
ウ
ト
。
抽
象
具
象
表
現

も
同
様
で
、
そ
の
間
を
う
ま
く

描
け
た
ら
グ
ウ
。
楽
し
さ
が
増

し
ま
す
。

　

第
88
回　
特
選
／
第
89
回　
会
友
推
挙

　

第
91
回　
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

田中 節子 スピリット３

　

モ
ノ
ク
ロ
で
表
現
す
る
こ
と

で
人
間
の
深
奥
、
特
に
老
人
の

心
の
内
を
描
け
れ
ば
と
創
り
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

第
95
回　
記
念
大
賞
／
第
97
回　
会
友
推
挙

　

第
99
回　
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

小野 由紀子
暮し

石川 由巳子

　

い
の
ち
の
尊
さ
と
神
秘
性
、

目
に
見
え
な
い
世
界
、
そ
し
て

心
の
奥
の
奥
が
共
鳴
す
る
も
の

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
追
求
し

て
い
ま
す
。

　

第
100
回　
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

第
101
回　
パ
リ
賞
・
会
友
推
挙

　

第
102
回　
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

鼓動Ⅲ

　

無
限
に
広
が
る
空
間
を
漂
い

な
が
ら
自
己
の
感
性
に
手
繰
り

寄
せ
ら
れ
て
現
れ
た
、
色
と
形
。

刹
那
を
画
布
に
と
ど
め
る
飽
く

く
な
き
作
業
か
。
制
作
と
は
。

　

第
94
回　
特
選
／
第
96
回　
会
友
推
挙

　

第
97
回　
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

渋谷 良子
きおくのかけらⅠ

三宅 敦子

　

画
面
の
中
に
刻
ま
れ
た
時
の

記
憶
。
過
ぎ
て
い
く
時
間
の
中

で
沈
黙
の
ト
ル
ソ
に
語
ら
せ
た

い
と
描
い
て
い
ま
す
。

　

第
80
回　
特
選
／
第
98
回　
会
友
推
挙

　

第
99
回
会
友
賞
／
第
104
回　
会
員
推
挙

沈黙の刻

絵
画
部

（
会
友
）川
人　

和
行［
東
京
］

黒
川
美
紗
子［
愛
媛
］

河
野　
　

眸［
東
京
］

鈴
木
真
木
子［
茨
城
］

鈴
田　

文
明［
東
京
］

田
原　
　

馨［
広
島
］

中
村　

紘
子［
東
京
］

新
川　

久
子［
岐
阜
］

橋
本　

弘
子［
東
京
］

福
島　

菜
菜［
京
都
］

安
坂　

伸
司［
東
京
］

（
一
般
）礒
貝　

享
平［
大
阪
］

出
月　

智
子［
山
梨
］

岡
田
祐
加
子［
大
阪
］

小
幡　

敏
子［
群
馬
］

河
村　

尚
善［
愛
知
］

上
林　

泰
平［
長
野
］

小
南　

治
次［
滋
賀
］

櫻
井　

篤
子［
静
岡
］

佐
藤　

雅
也［
石
川
］

須
佐
美
惠
子［
大
阪
］

鈴
木　

裕
己［
岩
手
］

土
屋
真
理
子［
愛
知
］

坪
田　

裕
香［
石
川
］

野
口　

一
夫［
埼
玉
］

前
川
普
佐
雄［
埼
玉
］

森
本　

啓
子［
広
島
］

米
村　

保
明［
熊
本
］

若
松
由
利
子［
石
川
］

彫
刻
部

（
会
友
）荻
野　

弘
一［
新
潟
］

カ
ツ
ノ
ユ
キ
コ［
東
京
］

中
山　

憲
雄［
愛
知
］

長
谷
川　

聡［
神
奈
川
］

（
一
般
）佐
藤
し
ず
子［
宮
城
］

重
清　

美
咲［
東
京
］

平
良　

光
子［
神
奈
川
］

玉
田　

真
理［
神
奈
川
］

増
田　

麻
由［
神
奈
川
］

2020 春季二科展　選抜出品予定者

場
全
体
を
見
通
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
各
展
示
室
の
雰
囲
気
の
対

比
も
感
じ
ら
れ
る
等
、
会
場
の

閉
塞
感
を
和
ら
げ
る
効
果
を
も

た
ら
し
た
と
思
う
。
又
、
彫
刻

の
展
示
室
へ
の
導
線
の
中
心
が

Ａ
室
に
偏
り
、
そ
の
概
念
的
な

感
慨
が
硬
直
化
し
て
来
て
い
た

点
の
改
善
も
見
ら
れ
て
、
彫
刻

部
に
於
け
る
全
員
の
持
ち
回
り

に
拠
る
展
示
委
員
制
度
の
、
成

果
と
言
い
得
る
所
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、
二
科
会
彫
刻
部
の
特
色

の
一
つ
と
し
て
、
色
々
な
幅
広

い
傾
向
を
飲
み
込
ん
だ
全
体
の

雰
囲
気
に
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
、

そ
し
て
、
作
品
の
大
き
さ
や
質

に
恵
ま
れ
た
点
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
品
群
は

創
意
に
於
い
て
多
元
的
な
広
が

り
を
示
し
、
そ
の
存
在
を
誇
示

す
る
に
至
っ
て
い
る
様
に
思
え

た
の
で
あ
る
。
近
年
顕
著
な
傾

向
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
素
材
に
基

づ
き
、
量
感
や
構
成
に
因
る
傾

向
の
作
品
で
は
な
く
、
着
彩
色

さ
れ
た
作
品
の
多
さ
に
驚
き
を

持
つ
と
共
に
、
そ
の
主
張
が
混

合
し
た
様
子
の
顕
著
な
る
所
も

浮
彫
に
さ
れ
た
と
思
う
。

　

又
、
来
館
者
の
動
向
は
如
何

な
る
も
の
か
と
目
を
凝
ら
し
て

み
る
と
、
計
画
し
て
展
示
し
た

側
の
予
想
と
の
違
い
や
、
作
品

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
を

読
み
解
く
様
に
鑑
賞
す
る
様
な

ど
、
色
々
と
知
る
事
が
出
来
て

楽
し
め
た
、
今
年
の
二
科
展
彫

刻
部
の
会
場
で
あ
っ
た
。
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会
友
賞�

カ
ツ
ノ 

ユ
キ
コ

　

立
方
体
に
カ
ッ
ト
し
た
ケ
ヤ

キ
材
を
、
隙
間
無
く
集
積
し
た

作
品
で
あ
る
。
雲
形
に
削
り
込

ん
だ
所
に
内
側
を
覗
き
穴
が
数

か
所
開
い
て
い
る
。
集
積
さ
れ

た
力
強
さ
が
見
て
取
れ
る
。
曲

面
と
の
対
比
は
面
白
い
が
、
穴

の
サ
イ
ズ
に
一
工
夫
ほ
し
い
。

�

（
島
田 

紘
一
呂
）

会
友
賞�

長
谷
川
　
聡

　

重
な
り
合
う
波
紋
に
微
妙
に

ゆ
ら
ぎ
を
持
つ
搭
状
の
形
が
挿

さ
る
そ
れ
は
、
雷
ほ
ど
強
く
は

な
い
。
作
者
特
有
の
表
現
だ
ろ

う
。
確
か
な
存
在
感
が
あ
る
、

反
面
表
現
の
弱
さ
も
内
包
し
て

し
ま
う
、
表
現
者
の
ジ
レ
ン
マ

の
部
分
で
あ
ろ
う
、
空
間
の
余

白
の
美
し
い
作
品
で
あ
る
。

�

（
佐
々
木　

至
）

特
選�

佐
藤 

し
ず
子

　

肩
を
硬
直
し
、
う
つ
向
い
た

顔
の
ポ
ー
ズ
は
自
身
の
震
災
体

験
か
ら
発
し
て
い
る
。

　

問
い
か
け
る
と
笑
顔
で
語
り

か
け
て
く
る
よ
う
な
静
か
ら
動

へ
の
躍
動
感
を
感
じ
さ
せ
る
の

は
こ
の
作
品
の
魅
力
で
あ
り
作

者
の
力
量
だ
と
思
う
。

　

正
当
法
の
一
本
彫
り
は
誠
実

で
頼
も
し
い
。�

（
藤
巻 

秀
正
）

特
選�

平
良 

光
子

　

作
者
の
年
齢
を
聞
い
て
驚
い

た
。
木
彫
の
高
い
技
術
力
と
、

全
体
の
大
胆
な
構
成
に
老
練
さ

を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
小

の
鑿
跡
は
狼
の
命
を
彫
り
起
こ

す
作
業
の
よ
う
に
思
え
る
し
、

石
と
木
の
台
座
は
そ
の
木
彫
を

効
果
的
に
見
せ
る
感
覚
的
な
仕

事
で
面
白
い
。
作
者
の
制
作
へ

の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

�

（
宮
澤　

光
造
）

特
選�

玉
田 

真
理

　

い
な
ば
の
白
兎
を
テ
ー
マ
に
。

お
そ
い
か
か
る
鰐
鮫
を
白
兎
が

イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
で
見
事
に
か
わ

す
、
作
者
独
特
の
世
界
を
表
現

し
た
木
彫
作
品
で
す
。

　

丁
寧
に
彫
り
上
げ
、
仕
事
に

向
う
誠
実
な
姿
勢
は
将
来
が
楽

し
み
で
す
。
自
分
の
思
う
よ
う

に
思
い
っ
き
り
制
作
に
挑
み
続

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
津
田 

裕
子
）

新
人
奨
励
賞�

重
清 

美
咲

　
友
人
が
飼
っ
て
い
る
動
物
を

信
楽
粘
土
で
作
成
し
た
作
品
で

あ
る
。
対
象
に
む
け
た
温
か
い

眼
差
し
が
素
直
に
作
品
に
現
れ

て
、
観
る
者
の
心
に
し
み
込
ん

で
来
る
。

　

異
素
材
と
の
組
合
わ
せ
方
、

台
座
に
つ
い
て
考
慮
す
る
と
良

い
と
思
う
。�

（
二
ノ
宮 

裕
子
）

会友賞　水面と　長谷川　聡

会友賞　element　カツノ ユキコ

特選　気配　佐藤 しず子

特選　極北　平良 光子

新人奨励賞　友達の家の庭には　重清 美咲
特選　イナバウアーの白うさぎ　玉田 真理

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

�

増
田 

麻
由 

　

思
わ
ず
足
が
留
ま
る
心
魅
か

れ
る
作
品
で
す
。
ね
じ
れ
た
一

本
の
自
然
な
形
を
利
用
し
、
流

れ
る
様
な
の
び
や
か
な
ポ
ー
ズ
。

　

胴
体
の
塊
と
手
足
の
軽
い

抜
け
感
の
扱
い
、
着
彩
の
赤
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
黒
の
対
比

は
、
不
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
見
事
な

力
作
で
、
若
い
世
代
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。�

（
津
田 

裕
子
）

会
友
賞�

荻
野 

弘
一

　

題
名
か
ら
は
情
報
社
会
に
対

す
る
作
者
の
皮
肉
な
目
線
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
多
層
に
切
り
込

み
を
入
れ
た
紙
の
集
積
を
思
わ

せ
る
花
崗
岩
の
塊
か
ら
空
に
向

か
っ
て
の
び
る
人
型
の
ス
ク
ラ
ム

と
地
を
這
う
影
の
形
の
空
間
構

成
が
面
白
い
。
石
彫
作
家
が
減

少
傾
向
に
あ
る
中
で
力
量
を
感

じ
さ
せ
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

�

（
西
村 

文
男
）

会
友
賞�

中
山 

憲
雄

　

彼
は
鉄
を
素
材
と
し
て
森
の

動
物（
今
年
は
鹿
な
の
か
）を
擬

人
化
し
た
表
現
を
通
し
、
根
気

よ
く
同
一
テ
ー
マ
で
出
品
し
て

き
て
い
る
。
鉄
の
扱
い
は
ず
ば

抜
け
た
力
量
を
持
つ
作
家
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
、
少
し
視
点
を
か
え
た

新
た
な
展
開
を
期
待
し
た
い
。

�

（
菅
原 

二
郎
）

会友賞　紙の上の絵空事　荻野 弘一

彫刻の森美術館奨励賞　Streamer　増田 麻由

文
部
科
学
大
臣
賞

�

上
田
　
快

　

こ
こ
数
年
、
自
分
に
と
っ
て

作
品
と
は
何
か
と
よ
く
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
造
形
上
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
自
分
と
作
品

の
関
係
な
ど
を
思
考
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
よ
り
感
じ
て
い
る
。

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
自
分

の
作
品
と
真
摯
に
向
き
合
う
作

家
で
あ
り
た
い
と
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
。

ロ
ー
マ
賞�

二
ノ
宮 

裕
子

た
ゆ
た
う
水
の
煌
き
。

通
り
抜
け
る
風
。

刻
々
と
変
わ
る
空
の
色
。

厳
し
く
、
優
し
く
、
大
ら
か
な

自
然
の
姿
に
そ
っ
と
寄
り
添
い
、

形
を
言
葉
に
紡
い
で
ゆ
く
。

形
の
中
に
生
命
感
を
投
影
し
た

い
。

そ
う
願
い
な
が
ら
歩
み
続
け
る
。

会
員
賞�

中
村 

淳
子

　
見
え
な
い
「
い
の
ち
」
と
、

「
こ
こ
ろ
」を「
氣
」に
託
し
て
木

を
刻
む
。
カ
タ
チ
を
刻
む
緊
張

は
手
先
か
ら
身
体
全
体
へ
色
か

ら
様
々
な
想
い
を
伝
え
た
い
。

「
氣
は
無
限
」…
…
よ
り
深
く
感

じ
て
戴
け
る
作
品
が
出
来
た
ら

と
願
う
。

会友賞　森の戦士　中山 憲雄

受
賞
作
品
寸
評

会員賞　木の氣　中村 淳子
文部科学大臣賞　光のさしこむところ

上田　快

ローマ賞　うたかた　二ノ宮 裕子

受
賞
作
品

─
制
作
の
視
点
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９月７日・８日・14日・15日　 絵画部ギャラリートーク　４会員がそれぞれ選ぶ作品の解説・鑑賞のポイントを語る

■  ９月６日・13日　ナイトミュージアム　夜８時まで開場

９月13日　ミニコンサート　岡田浩安 スペシャルトリオ野外彫刻ライトアップ

104th
2　0　1　9

９月４日　作品研究会　12：00～14：00　1・2・3階展示室　各会場の担当会員が作品の実践的な講評・研究会を行なった

堀尾一郎会員・益子佳苗会員 木戸征郎監事

9月8日　田浦哲也会員

9月15日　加藤ひとみ会員9月14日　吉沢智大会員

９月４日　14：00～　授賞式　３階講堂

文部科学大臣賞　上田　快

内閣総理大臣賞　深見 まさ子

９月４日　18：00～　懇親会　ザ・リッツカールトン東京

田中理事長挨拶

乾杯　菅原常務理事小品抽選会　当たった！

９月８日　彫刻部ギャラリートーク　配布資料を参考に、作品の意図や素材などについてトーク

前田耕成監事 特選　平良光子さん 会友推挙　澤田志功さん

9月7日　田川絵理会員

◇
二
科
シ
ョ
ッ
プ
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告

　

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
作
品
集
、

絵
葉
書
、
受
賞
者
名
簿
、
コ
ラ

ボ
展
示
の
作
品
目
録
と
参
加
作

家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を

販
売
し
ま
し
た
。

　

４
部
門
会
員
の
協
力
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
の
作
品
が

シ
ョ
ッ
プ
壁
面
を
賑
わ
せ
、
来

場
の
方
々
の
目
を
引
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
の
絵
画
部
寄
贈
は

額
装
小
品
と
な
り
、
手
軽
に
飾

っ
て
い
た
だ
け
る
利
点
と
、
ま

た
様
々
な
画
材
や
手
法
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
の
収
益
の
全

額
を
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

寄
付
金
総
額７

６
０
，
０
０
０
円

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

５
０
０
，
０
０
０
円

・
浪
江
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

２
６
０
，
０
０
０
円 三後勝弘会員 田浦哲也会員・寺田眞会員

岩田博会員

江﨑榮彦会員

９月４日　10：00　オープニングセレモニー

左より
キッズゲルニカ国際委員会 代表　金田卓也
NHK厚生文化事業団 理事長　鈴木賢一
公益社団法人二科会 理事長　田中　良
ウクライナ大使　イホール・ハルチェンコ
起き上がりこぼしプロジェクト　渡邊　実

11：00～　彫刻オープニングトーク
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昨
年
９
月
の
二
科
展
で
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
今
年
の
８
月

に
よ
う
や
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
行
先
は
、
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
絵
を
多
く

収
蔵
し
て
い
る
レ
ン
バ
ッ
ハ
ハ

ウ
ス
美
術
館
、
そ
の
他
多
数
の

大
き
な
美
術
館
が
あ
る
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
（
ド
イ
ツ
）
に
し
ま
し
た
。

研
修
課
題
は
「
西
洋
絵
画
に
お

け
る
光
の
表
現
方
法
を
学
び
、

自
身
の
作
品
で
新
し
い
表
現
価

値
を
創
る
」に
設
定
し
ま
し
た
。

　

レ
ン
バ
ッ
ハ
ハ
ウ
ス
美
術
館

（
20
～
21
世
紀
の
絵
画
）
の
他
、

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク（
14
～

18
世
紀
の
古
典
絵
画
）、
ピ
ナ

コ
テ
ー
ク
・
デ
ア
・
モ
デ
ル
ネ

（
20
～
21
世
紀
の
絵
画
及
び
現

代
絵
画
の
企
画
展
）、
ブ
ラ
ン
ド

ホ
ル
ス
ト
美
術
館
（
20
～
21
世

紀
の
現
代
絵
画
）、
ハ
ウ
ス
・
デ

ア
・
ク
ン
ス
ト（
現
代
絵
画
の
企

画
展
）を
見
学
で
き
ま
し
た
。

　

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
・
デ
ア
・
モ

デ
ル
ネ
で
は
、
該
美
術
館
で
の

企
画
展
の
開
始
以
来
ち
ょ
う
ど

10
万
人
目
の
来
館
者
に
私
が

な
る
と
い
う
偶
然
が
あ
り
ま
し

た
。
現
代
美
術
部
門
長
のProf.

D
r.Schw

enk

氏
及
び
他
職
員

３
名
か
ら
花
束
、
開
催
中
企

画
展
の
作
家
の
作
品
集
及
び
バ

イ
エ
ル
ン
州
の
美
術
館
の
年
間

入
館
カ
ー
ド
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
昨
年
の
二
科
展
で
受

賞
し
、
そ
の
研
修
で
来
た
こ
と

を
伝
え
る
と
、D
r.Schw

enk

氏
か
ら
「
絵
を
見
せ
ら
れ
る
か
」

と
問
わ
れ
、
ス
マ
ホ
画
面
で
受

賞
作
品
を
見
せ
る
と
、「
ダ
リ

の
絵
の
よ
う
だ
」
と
言
っ
て
、

同
館
に
展
示
し
て
い
る
ダ
リ
の

絵
の
前

に
案
内

し
て
く

れ
ま
し

た
。
そ

の
後
同

氏
は
開

催
中
の

企
画
展

（Raoul 

パ
リ
賞 

研
修
報
告

海
外
ア
ー
ト
の
光
の
表
現

�

小
原 

禎
二

（
第
103
回
展　
パ
リ
賞
）

D
e K

eyser

、
ベ
ル
ギ
ー
、

1930

～2012

）
の
概
略
も
案
内

し
て
く
れ
、
大
変
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。

　

K
eyser

の
絵
の
、
濃
い
背
景

色
に
白
い
直
線
的
な
線
が
引
か

れ
たKrijtlijnen

（
チ
ョ
ー
ク
ラ

イ
ン
）と
題
さ
れ
た
作
品
は
、
極

め
て
シ
ン
プ
ル
な
力
強
さ
と
美

し
さ
に
よ
り
強
烈
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
白
い
線
は
稲
妻
か

レ
ー
ザ
ー
光
線
の
よ
う
な
創
造

的
な
光
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
古
典
絵

画
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
画
面

全
体
を
優
し
く
包
む
光
、
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
対
象
物

に
視
線
を
集
中
さ
せ
る
光
、
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
画
面
を
作
り
出

す
明
暗
の
は
っ
き
り
し
た
光
、

近
代
絵
画
や
現
代
絵
画
で
使
わ

れ
て
い
る
色
面
で
組
み
立
て
ら

れ
た
光
、
視
線
が
踊
る
よ
う
な

色
の
斑
点
で
表
現
さ
れ
た
光
、

強
い
明
暗
の
境
界
を
持
つ
際
立

つ
光
、
鋭
く
強
い
線
に
よ
っ
て

切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
強
烈

な
光
、
ま
た
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

の
よ
う
に
実
際
に
光
る
ア
ー
ト

等
、
多
彩
な
光
の
表
現
に
直
接

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
よ
り
多
く
の
光

の
表
現
方
法
を
取
り
入
れ
て
、

自
身
の
絵
の
質
を
向
上
さ
せ
て

ゆ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
機
会
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

貢
献
し
た
証
で
あ
る
。
東
北
に

お
け
る｢

二
科
展｣

の
知
名
度

は
他
の
地
域
に
比
べ
決
し
て
高

く
は
な
い
。
そ
の
地
域
で
開
催

し
た
東
北
支
部
連
合
展
で
あ
っ

た
が
、
地
域
の
方
々
か
ら｢

作

家
の
説
明
が
聞
け
て
と
て
も
良

か
っ
た｣｢

他
の
会
に
は
な
い
ク

ォ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
展
覧
会｣

等
の
声
が
あ
っ
た
。
作
品
研
究

会
で
は
、
理
事
の
先
生
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
ら
れ
る
一
流
の

団
体
の
稀
有
な
展
覧
会
と
い
う

こ
と
が
、
東
北
の
方
々
に
徐
々

に
認
知
さ
れ
広
ま
っ
て
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
一
方
、
回
を
重

ね
る
毎
に
増
加
す
る
と
思
わ
れ

た
連
合
展
の
出
品
者
で
は
あ
る

が
、
１
回
展
か
ら
５
回
展
ま
で

の
推
移
を
み
る
と
、
宮
城
県･

山
形
県
は
大
幅
に
増
加
し
た

も
の
の
、
他
の
県
は
現
状
維
持

も
し
く
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
従
来
の
各
支
部
展
に
加
え

連
合
展
・
本
展
と
複
数
展
と

な
り
、
搬
出
入
の
費
用
や
高

齢
化
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
幾
つ
か
の
課
題
は
あ
る

が
、
今
後
東
北
支
部
展
継
続

開
催
の
長
所
を
強
く
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
克
服
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。
引
き
続
き

東
北
支
部
連
合
展
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
支
部
連
合
展
の

及
川
代
表･

須
田
会
員･

石
川

事
務
長･

椎
名
会
計
・
彫
刻
の

工
藤
（
直
）
会
員
に
多
大
の
ご

尽
力
を
戴
き
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
第
１
回
展
か

ら
今
年
の
第
５
回
展
ま
で
東
北

支
部
連
合
展
が
、
杜
の
都
仙
台

「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧

･

復
興
途
中
に
あ
る
東
北
の
地

で
、
二
科
会
と
し
て
義
援
活
動

に
加
え
て
模
索
し
な
が
ら
結
成

さ
れ
た
の
が
東
北
支
部
連
合
で

あ
る
。

　

北
の
玄
関
口
福
島
県
か
ら

宮
城･

山
形･

岩
手･

秋
田
、
そ

し
て
本
州
最
北
の
青
森
ま
で
、

東
北
６
県
の
面
積
は
本
州
の
約

３
割
を
占
め
る
。
そ
の
広
域
な

エ
リ
ア
に
点
在
す
る
小
規
模
な

支
部
が
一
箇
所
に
集
ま
り
、
同

じ
目
的
で
活
動
す
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
本
部
か
ら

の
賛
助
出
品
と
研
究
会
は
、
当

初
３
年
の
目
安
で
あ
っ
た
が
、

連
合
同
人
の
熱
意
情
熱
も
あ
り

　東北支部連合展　五回展を終えて
東北担当理事　中島 敏明　

５
年
に
延
び
た
。
本
部
か
ら
の

先
生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と

圧
巻
の
指
導
力
も
あ
り
、
初
期

の
目
的
は
ほ
ぼ
果
た
さ
れ
た
と

感
じ
て
い
る
。

　

東
北
６
県
同
人
の
二
科
展

（
絵
画
・
彫
刻
）に
於
け
る
受
賞

者
は
、
２
０
１
０
年
の
第
95
回

展
か
ら
２
０
１
４
年
の
99
回
展

ま
で
の
５
年
間
で
７
人
で
あ
っ

た
が
、
東
北
支
部
連
合
展
を

立
ち
上
げ
た
２
０
１
５
年
の

１
０
０
回
展
か
ら
２
０
１
９
年

の
１
０
４
回
展
ま
で
の
５
年
間

で
は
35
人
と
、
大
き
く
伸
張
し

た
。
２
０
１
２
年
に
は
会
員
が

０
人
に
な
り
、
危
惧
を
懐
い
た

年
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
会
員

６
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
部

理
事
の
先
生
方
の
ご
指
導
が
、

指
導
者（
会
員
）の
少
な
い
連
合

の
制
作
意
欲
と
、
質
の
向
上
等

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
大
き
く河北新報　2019年6月23日

第104回二科展　写真部・デザイン部　２階会場

９月７日・８日　写真部・デザイン部ギャラリートーク

■ウクライナ作家との交流展　ウクライナ作家と二科展作家の交流展示。

■キッズゲルニカ　会場に福島浪江、野外会場に海外の子供たちの大作作品を展示。

■コラボ展示企画　起き上がりこぼしプロジェクト
　コラボ展示各会場に各国著名人と二科４部門参加会員の絵付け作品が並んだ。

■第104回二科展コラボ展示　テーマ「ネコ・イヌ・花・鳥」
寄贈作品が当たる抽選券付きスタンプラリー、ゴールでコラボバッジがもらえる
企画も好評継続。参加会員バッジ、絵葉書、コラボ図録を作成し販売した。

第
104
回
二
科
展
　

特
別
展
示
企
画

キッズゲルニカ　なみえ創成小・中学校作品 キッズゲルニカ野外展示
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大
型
台
風
の
被
害
は
尋
常
で

な
く
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
日

毎
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
今
秋
で

し
た
。
台
風
の
影
響
で
は
開
館

時
間
の
変
更
、
野
外
展
示
キ
ッ

ズ
ゲ
ル
ニ
カ
の
一
時
撤
去
、
そ

し
て
再
展
示
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
絵
画
部
彫
刻
部
の

連
携
プ
レ
ー
で
無
事
に
終
了
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
・
首
里
城
の
火
災

等
、
悲
し
い
報
道
が
流
れ
る
中
、

な
み
え
創
成
小
中
学
校
の
キ
ッ

ズ
ゲ
ル
ニ
カ
が
来
秋
、
ピ
カ
ソ
生

誕
の
地
ス
ペ
イ
ン
で
二
十
五
周
年

イ
ベ
ン
ト
展
示
の
予
定
と
な
る

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や
、
二
科
展
閉

会
式
に
列
席
さ
れ
た
大
使
館
二

等
書
記
官
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
家

の
喜
び
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

令
和
元
年
十
一
月
二
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

	

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

	

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　
５
０
１
号
室

　
　

  

電
話	

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

	

委
員
長	

（  ）絵	

野　

村　

み
そ
ら

	

委　

員	

（  ）絵	

田　

川　

絵　

理

		


〃	

〃	

尾　

崎　

ゆ
き
子

		


〃	

〃	

谷　

口　

貞　

久

		


〃	

（  ）彫	

廣　

瀬　

友　

彦

		


〃	

〃	

宮　

澤　

光　

造

あ
る
の
に
ゴ
ミ
の
量
と
出
し
方

は
素
晴
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

令
和
元
年
は
二
科
展
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
導
入
元
年
と
も
な
り
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ケ
ッ
ト
・

招
待
葉
書
に
表
記
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
展
覧
会
の
会
期
、
美

術
館
の
地
図
や
行
き
方
、
ま
た

会
期
が
始
ま
る
と
五
十
音
の
早

見
表
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
拡
大

さ
れ
読
み
易
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
二
科
会
公
式
Ｈ
Ｐ

で
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
頁
に
二
科

会
プ
レ
ス
頁
が
設
け
ら
れ
、
国

際
色
豊
か
と
な
っ
た
今
年
の
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
情
報
源
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
簡
単
に
情
報
が
入
手
出
来

る
様
に
な
っ
た
昨
今
、
逆
に
間

違
っ
た
情
報
も
瞬
時
に
ネ
ッ
ト

上
に
流
出
さ
れ
る
と
い
う
事
に

も
な
り
ま
す
。
二
科
展
は
組
織

の
異
な
る
二
つ
の
別
法
人
と
共

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
公

益
社
団
法
人
二
科
会
が
二
科
展

を
所
管
し
、
主
催
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
全
て
に
お
い
て
そ

の
責
任
も
問
わ
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。
専
門
家
の
ご
意
見
も
伺

い
、
合
議
制
組
織
の
適
切
な
手

続
き
の
も
と
で
課
題
を
一
つ
一

つ
乗
り
越
え
て
来
年
の
記
念
二

科
展
の
準
備
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

事
務
局
長　

塙 

珠
世

★ 二科ニュースweb入稿用アドレス ： newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

木
戸
征
郎
監
事
・
二
科
熊
本

支
部
長
が
、
文
化
芸
術
分
野
で

長
年
に
わ
た
り
活
躍
し
、
後
進

の
育
成
に
も
力
を
注
い
だ
功
績

に
よ
り
熊
本
県
芸
術
功
労
者
と

し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
画
部
門
で
の
選
出
は
お

ひ
と
り
で
、「
顕
彰
式
で
は
多

く
の
来
賓
の
ご
祝
辞
に
誇
ら
し

く
、
出
席
の
支
部
全
員
が
感
動

い
た
し
ま
し
た
」
と
、
二
科
熊
本

支
部
か
ら
喜
び
の
お
便
り
で
す
。

表１
入場者（昨年比）

一般当日 5,325人 （226減）
前売り券入場 4,291人 （236減）
高校・大学 538人 （251減）
チラシ割引 549人 （80減）
チケットぴあ 170人 （29増）
団体割引 20人 （1減）
企画割引 86人 （19増）
新聞社優待券 1,635人 （823減）
有料入場者 12,552人 （1,631減）
無料入場者 76,341人（6,035減）

入場者合計 88,893人 （7,666減）

表２

搬入点数 104回展（昨年比）

絵画・一般 2,437点 （42減）

絵画・会友 945点 （69減）

彫刻・一般 61点 （9増）

彫刻・会友 32点 （±0）

合計 3,475点（102減）

表３ （ウクライナ作家特別展示・104回コラボ展示を除く）

展示
（遺作含む）

人数（昨年比） 点数（昨年比） 35才以下
出品者数（昨年比）

35才以下�
応募・在籍数（昨年比）

絵画・一般 686名 （8減） 724点（29減） 53名（5増） 53名（3減）

絵画・会友 238名（14減） 300点（50減） 8名（1増） 8名（±0）

絵画・会員 168名 （6増） 168点 （6増） － －

彫刻・一般 46名 （1増） 48点 （3増） 14名（3増） 15名（4増）

彫刻・会友 32名 （±0） 32点 （±0） 3名（±0） 4名（±0）

彫刻・会員 51名 （4増） 62点 （7増） － －

展示合計 1,221名（11減）1,334点（63減） 78名（9増） 80名 （1増）

２
０
２
０

　

春
季
二
科
展

令
和
２
年
４
月
17
日
～
24
日

東
京
都
美
術
館

略
歴

一
九
五
八
年　

第
43
回
展
初
入
選

一
九
七
〇
年　

第
55
回
展
特
選

一
九
七
四
年　

第
59
回
展
会
友
推
挙

一
九
八
三
年　

第
68
回
展
会
友
賞

一
九
九
九
年　

第
84
回
展
会
員
推
挙

二
〇
一
九
年
八
月
三
日
逝
去享年

82
歳

　
　
　

絵
画
部
会
員

　
　

渡
邉　

丞 

氏

訃　報

チムニーのある景　F100
第100回記念展出品作

▽
新
し
い
元
号
の
も
と
で
の
二

科
展
は
、
平
和
が
テ
ー
マ
に
重

な
り
合
う
特
別
展
示
企
画
で
、

賑
わ
い
の
あ
る
会
場
で
し
た
。

紙
面
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
華
や
か

さ
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
画
像

を
多
く
配
し
ま
し
た
。
▽
昨
年

か
ら
絵
画
部
会
場
は
撮
影
解
禁

に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ラ
ボ
展

示
会
場
の
、
国
内
外
著
名
人
や

新
た
に
二
科
会
員
が
絵
付
け
を

し
た
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
と
、

楽
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
テ
ー
マ
作

品
な
ど
を
熱
心
に
ス
マ
ホ
撮
影

さ
れ
る
方
を
多
数
お
見
か
け
し

ま
し
た
▽
絵
画
会
員
４
氏
に
よ

る
任
意
に
選
ぶ
作
品
の
寸
評

は
、
広
い
会
場
の
全
展
示
作
品

は
対
象
に
で
き
な
い
た
め
、
今

号
は
特
選
・
会
友
賞
・
会
友
推

挙
の
作
品
か
ら
の
選
択
で
す
。

�

（
Ｍ
）

二
〇
一
九
年
十
月
三
日
逝
去

享
年
85
歳

略
歴

一
九
八
七
年　

第
72
回
展

日
本
美
術
協
会
賞

一
九
九
〇
年　

第
75
回
展
会
友
推
挙

一
九
九
五
年　

第
80
回
展
会
友
賞

　
　
　

絵
画
部
会
友

　
　

黒
木 

日
良
志 

氏

訃　報

し
た
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大

使
か
ら「
言
葉
も
文
化
も
異
な
る

我
が
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
受

け
入
れ
に
、
慣
習
の
違
い
な
ど

が
多
々
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

寛
大
か
つ
ご
親
切
に
交
流
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
、

改
め
て
ア
ー
ト
は
国
境
を
こ
え

る
と
実
感
し
ま
し
た
…
」と
感
謝

の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
田
中
理

事
長
も
直
筆
の
礼
状
を
送
ら
れ
、

国
際
交
流
展
示
は
二
科
展
に
新

し
い
一
頁
を
綴
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
美
術
館
で
出
る
ゴ
ミ

に
つ
い
て
も
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
先

生
方
の
マ
イ
コ
ッ
プ
の
ご
協
力
、

車
で
美
術
館
に
来
た
彫
刻
部
会

員
の
多
大
な
る
ご
協
力
、
そ
し

て
心
温
ま
る
有
志
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
美
術
館
の
サ
ポ
ー

ト
の
方
か
ら
「
大
き
な
団
体
で

帝
国
ホ
テ
ル
二
科
サ
ロ
ン

第
１
期（
１
月
14
日
〜
4
月
７
日
）

深
見 

ま
さ
子	

大
桑 

和
子

上
石 

直
美	

有
馬 

広
文

渋
谷 

良
子	

黒
川 

美
紗
子

川
人 

和
行	

黒
川 

壽
子

日
比
野 

恵
美	

坪
田 

裕
香

第
２
期（
４
月
７
日
〜
７
月
７
日
）

佐
野 

明
子	

石
川 

由
巳
子

小
野 

由
紀
子	

河
野　

眸

鈴
木 

真
木
子	

筒
井 

通
子

佐
藤 

幸
光	

矢
澤 

恵
子

上
林 

泰
平	

鈴
木 

裕
己

山
田 

圭
子

第
３
期（
７
月
７
日
〜
10
月
６
日
）

楯
岡 

和
子	

大
島 

麻
琴

田
中 

節
子	

三
宅 

敦
子

橋
本 

弘
子	

中
村 

紘
子

猪
立
山 

三
鈴	

礒
貝 

享
平

出
月 

智
子	

河
村 

尚
善

小
南 

治
次

第
４
期（
10
月
６
日
〜
１
月
12
日
）

山
中 

惇
孝	

野
平 

智
広

安
坂 

伸
司	

福
島 

菜
菜

宮
本 

恵
美
子	

武
部 

美
智
子

田
原　

馨	

吉
村 

彩
菜
恵

櫻
井 

篤
子	

前
川 

普
佐
雄

若
松 

由
利
子

第104回展　概要


